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2 9日

事業税予定申告指導

青年団，婦人会演劇発表会

森林組合総会

乳旧検診

肱川町栗同志会総会

青年大学

農業委員会

たばこ構習会

公民館大会

事業税申告相談

椎茸生産組合総代会

民生委員役員研修会

出初式

国保運営委員会

め

忘

れ

た

年

金

料

は

今

す

ぐ

す．

11
五

十

二

名

表

彰

を

受

＜

3
4
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,
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l
;
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令

H
X

／
 

十
百
生
十
十
爪
川
、
恒
例
の
肱
川
町
消
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

防
団
出
初
式
が
、
肱
川
中
学
校
々
庭
に

0
功
禎
草

て

挙

行

さ

れ

ま

し

た

°

第

一

分

団

部

長

亀

田

当
日
は
、
小
春
日
和
の
暖
い
天
気
に
」

0
規
律
章

恵

ま

れ

、

県

知

事

代

理

を

始

め

、

大

洲

．

凜

一

分

団

部

長

沖

野

警
察
署
長
、
郡
内
消
防
団
長
、
主
任
、
•
第
四
分
団
部
長
寺
尾

町

議

会

議

長

外

有

志

多

数

参

列

の

も

と

第

二

分

団

班

長

高

橋

に
、
団
員
三
三
四
名
の
姿
勢
、
服
装
の

0
勤
続
章

点

検

、

各

種

操

法

、

部

隊

訓

練

、

一

斉

第

五

分

団

班

長

増

田

忠

典

放

水

、

分

列

行

進

等

勇

壮

活

発

な

る

活

第

三

分

団

班

長

松

本

忠

幸

喜

多

部

消

防

団

連

合

会

長

表

彰

．

動
を
終
り
表
彰
式
に
移
る
c

県
知
事
、
県
消
防
協
会
長
、
郡
連
合
．
〇
勤
続
章

会

長

、

町

長

表

彰

、

団

長

表

彰

等

受

彰

第

一

分

団

班

長

者

は

五

十

二

名

、

尚

表

彰

を

受

け

た

者

第

一

分

団

班

長

は
次
の
通
り
で
す

C

第
一
分
団
団
員

愛

媛

県

知

事

表

彰

第

一

分

団

団

員

0
功

労

章

第

三

分

団

部

長

第

二

分

団

分

団

長

第

三

分

団

班

長

第

五

分

団

分

団

長

第

三

分

団

団

員

が
受
け
ち
れ
る
事
故
に
あ
っ
て
も
、
わ

ず
か
の
未
納
期
間
の
た
め
に
、
障
害
年

．
金
や
母
子
年
盗
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
．

．
こ
と
が
あ
り
ま
す

C

毎
月
か
か
さ
ず
納
め
て
い
て
、
ち
ょ

．
っ
と
し
た
油
断
か
ら
、
年
金
が
受
け
ら

。
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
ず
と
、
国
民
年
・

片
山
実
男

i

〗
金
の
意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
~

金

野

明

弘

{

[

年

金

が

必

ず

受

け

ら

れ

る

保

険

料

の

[

納
め
方
に
次
の
三
つ
の
方
法
が
あ
り
ま

上
野
正
~

1
1

念
~
」
す

c

困
・

｝
上
宮
川
‘
穫
~
[
-
、
毎
月
納
め
る

C
i

宮

本

長

則

i

ニ
一
、
年
四
回
の
納
期
（
七
月
、
一

0
月
、
[

冨

永

小

太

郎

ぃ

・

{

-

月

、

四

月

）

ご

と

に

前

月

ま

で

の

[

り
屈
＼
符

’
y
yが
が
粉
刈
＼
情
情
符
怜

y
q
i
I
i
N
N

玲
危
危
屈

d
i位
ば

i
(心
~
}
保
険
料
を
納
め
る

C

・
三
、
前
納
を
し
て
お
く

C

こ
の
う
ち
、
二
の
納
期
ご
と
に
納
め

る
場
合
、
一
回
の
納
め
忘
れ
が
三
月
の

[
昭
和
四
十
二
年
度
分
の
国
民
年
金
保
あ
ろ
う
と
、
現
金
納
付
で
あ
ろ
う
と
、
未
納
に
な
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
毎

霰
料
は
、
昭
和
四
十
三
年
四
月
ま
で
で
年
金
委
員
、
部
落
長
さ
ん
に
渡
し
て
し
月
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
C

.

．
す
と
、
印
紙
に
よ
っ
て
納
め
ら
れ
ま
す

C

．
ま
え
ば
、
あ
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、
・
ま
た
仕
事
の
都
合
な
ど
で
留
守
が
ち

．
こ
の
時
期
を
過
ぎ
ま
す
と
、
納
付
書
年
度
を
過
ぎ
た
保
険
料
を
集
め
た
年
歪
の
人
は
一
年
前
納
を
、
何
叫
の
事
情
で

．
と
い
う
払
い
込
み
用
紙
に
、
国
民
年
金
委
員
や
町
役
場
の
係
の
人
に
と
っ
て
は
、
長
期
間
留
守
に
す
る
人
は
、
前
も
っ
て

玉
帳
の
記
号
、
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
仕
事
は
面
ど
う
に
な
っ
て
き
ま
す

C

留
守
に
す
る
期
間
の
保
険
料
を
納
め
て

訊
め
る
保
険
料
の
期
間
と
金
額
を
記
入
[
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
場
合
に
ヽ
加
ぶ
Q

き
ま
す
と
ヽ
い
つ
、
ぃ
か
な
る
と
き
●

し
、
お
金
を
そ
え
て
郵
便
局
か
銀
行
に
：
入
者
の
皆
さ
ん
が
注
意
し
な
け
れ
ば
な
一
で
も
、
国
民
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
c

.

孔
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

C

：
ら
な
い
こ
と
は
、
け
が
や
病
気
、
あ
る
[
昭
和
四
十
二
年
四
月
か
ら
ヽ
四
十
三
◇
ぃ

]
加
入
者
の
み
な
さ
ん
は
印
紙
納
付
で
．
い
は
ご
主
人
が
死
亡
す
る
な
ど
、
年
金
羞
千
三
月
ま
で
の
間
に
、
国
民
年
金
保
険
~

竹
森

三
瀬

公
勉平

消

防

団

1
納

／
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分
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員
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行
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未

課

[

-

策

凹

分

団

班

長

策
五
分
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団
員

ー

1

3
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ー

務
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発

L

編
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0

規
律
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亨

分

団
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員

I

肱

已

総

9
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T

1

i

 

第
二
分
同
班
長

~~.,. 

i

窮
二
分
団
団
員

[

第

四

分

団

団

員

9

第
阻
分
団
団
員

第
四
分
団
団
員

l
I
•

第
五
分
団
班
長

第
五
分
団
団
員

•
第
五
分
団
団
員

元

市

槃

五

分

団

団

員

0
町
長
表
彰

哨
一
分
団
団
員

冨

永

勲

台
本
治
雄

横

田

一

第
二
分
団
団
員

山
内
満
信

中
田
一
見

第
三
分
団
団
員

森

清

忠

河
野
信
美

第
四
分
団
団
員

宮

岡

勇

上

田

毅

藤
原
茂
鎖
男

坂
本
嘉
村

上

田

武

宮

武

登

岡
本
完
一
郎

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

け／ 畠l言

松
岡

勇

中
居
満
登

藤
本
勝
高

山
下
金
雄

l亡 d¥

ロ尺＂んり
]
ー
ー
与

浜
田
令
輔

る

常
一

武
由

政
雄

式

終

汀
日
日
け
＞

＼ハリり

る

沖

永

重

信

西

山

繁

綱

西

宮

実

円
南
寺
春
義

蔵

田

博

行

中

田

勇

男

富

田

逹

生

山

下

博

山

下

道

教

浜

田

洋

一

・・ニニ．、．．．．．．．．．．．．．．．．

第
五
分
団
団
員

今
井
福
太
郎

東

光

穂

〇
消
防
団
長
感
謝
状

•
第
五
分
団
団
員
山
下
迫
教

影

地

部

落

冨

永

定

三

一
、
日
痔， 

三
月
二
十
九
日
、
午
后
一
時

ー
三
時
ま
で

一
、
場
所

肱
川
町
役
場
階
上

一
、
核
当
者

昭
祖
四
十
二
年
十
月
か
ら
昭

和
四
十i
-

―
一
年
一
月
末
ま
で
の
出

生
者

一
、
検
診
医
師

小

児

科

宇

都

宮

先

生

山園太
-F• 田

隠
博雄恒

お
し
ら
せ

乳
児
健
康
診
断

新

入

学

児

バノ菫

を

交

ー

通

事

故

か

ぅ

守

ぅ

.
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喜
幸
洋
利
亜
孝
恵

死亡
敷水
下嵯峨谷
上森山

森
高
椿

本
井
本

佐
定
ト

ー

1

い
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間
の
あ
る
人
は
、
一

：
今
の
う
ち
に
納
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

．
く
わ
し
い
こ
と
は
、
町
役
場
の
国
民
―

・
年
金
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

t8JI他
＼
訥
j
終
＼
判
？
お
X

ツ

市
子
モ



＼＇ 

＼
 

忘器をがうがた十 も力自思因け 者査
れは三とか‘だ五四のの分うでにおがの一
な 部 月 れ ‘ の く 日 ー で お で よ 何 全腹み結月
い落二た服んよま八すちはうとくのつ果末
よ長十か用でうで人°て全にな恐虫か‘に
うさ八どしいおにの い然仕くろのり四行
便ん日うてた願‘虫 る気事身し害まーな
ををにかいだい駆の 人づの体い は し 八 い
出通行‘たきし虫い はか出のも眼た人ま
しじな服だまて薬た 驚な来工のに C のし
ててい用いしおを人 くいな合で見 保た
下 送 ま 後 た た り の に ほういが‘え 虫寄
さりすの人でまんは どち人悪虫，な へ生
いまへ検はししで三 多にやくがい 卵虫
゜①容便虫ょたい月 い体‘‘原だ -検
................. •-........'.'..................... --...... ・---..........'.........'....... 

かす
ら ぐ 服
のよ用
方り後
がはの
確‘検
実約便
と二は
ざ週駆
れ間虫

て位薬
おいを
りたの
まっん
すてで

C 
...讐..●・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ...................................... . 

り ―--—へ

ー---、
乾しいたけ相場表

胃
か
い
よ
う
が
な
ぜ
で
き
る
か
に
つ
」
す
が
、
そ
の
ま
ま
死
ん
で
し
ま
う
こ
と

い
て
は
ま
だ
は
っ
き
り
し
た
原
因
が
つ
~
は
非
常
に
ま
れ
で
す
か
ら
落
ち
つ
い
て

き
と
め
ら
れ
て
い
ま
二
処
置
し
て
く
だ
さ
い

C

せ
ん
が
、
最
近
で
は
~
ま
ず
安
静
に
さ
せ
て
、
胃
部
に
永
の

冒

[

立

ぃ

□

[
:
旦
旦
尺
;

川

ス

の

く

り

返

し

も

原

：

し

が

っ

た

ら

、

少

し

づ

つ

の

ま

せ

る

こ

4
4

因
に
な
る
と
い
わ
れ
・
と
、
大
量
に
の
ま
せ
る
と
ま
た
吐
く
場

学

nu’ ）

ま

す

C

入
口
が
あ
り
ま
す
。

。
で
き
る
だ
け
心
を
平
~
一
方
、
至
急
医
師
の
来
診
を
求
め
医

ふ
ノ

医

静
に
保
ち
、
睡
眠
時
二
師
の
指
示
に
よ
っ
て
治
療
、
看
護
に
つ

間
も
八
時
間
以
上
と
：
と
め
ま
す
c

ょ

ロ
、＞
る
よ
う
に
し
た
い
も
~
又
肺
結
核
の
喀
血
と
、
胃
か
い
よ
う

の
で
す
。
~
の
吐
血
の
見
わ
け
方
は
、
喀
血
の
場
合

ヽ^ふ

一

胃

胃

か

い

よ

う

の

吐

五

血

液

の

中

に

気

泡

や

タ

ソ

な

ど

が

混

血
は
、
お
お
い
場
合
：
じ
り
、
セ
キ
と
と
も
に
吐
か
れ
ま
す
。

は
洗
面
器
一
杯
以
上
[
吐
血
の
場
合
は
ヽ
鋲
ぺ
物
の
残
り
力

に
お
よ
ぷ
こ
と
も
あ
：
〈
な
ど
が
混
じ
っ
て
黒
み
が
か
っ
た
血

り
、
顔
面
は
手
r
く
、
こ
か
出
ま
す
の
で
、
良
く
見
れ
ば
す
ぐ
に

二
脈
も
細
く
な
っ
て
、
失
神
す
る
こ
と
も

□わ
か
り
ま
す
°
喀
血
の
と
き
は
、
胸
部

あ
り
、
ひ
ど
い
症
状
の
よ
う
に
見
え
古
／
乞
ひ
や
し
ま
し
ょ
う
。

駆

虫

薬

服

用

後

一

月

二

十

八

の

検

便

日

に

実

施

~
0
級

....................................................... 

町 入と共及
A 長尚賞こ催びニ
級よ‘部ろに‘月

り A 落‘て肱ニ
第第 第 第第第第‘級は昭‘川十
一三ニー三ニー優第‘和標町四
位位位位位位位勝一次四記椎日

旗位の十競茸‘
大見 菟 共月中小がに通三演生肱
屋の 野栄野居薮授対り年会産川
敷越尾 尾谷 与しで度を販町

さてあに行売森
れはっおな協林
た肱たけっ議組
c 川 C るた会合
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¥
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l

l

l

h

y

n
川
ー
ー
ー
！

土
販
競

第

二

位

上

森

山

第

三

位

協

生

[
床
板
の
上
に
は
、
新
し
い
新
聞
紙
を

二
二
枚
ぐ
ら
い
重
ね
て
敷
く
。

~
消
毒
剤
を
忘
れ
ず
に
十
分
に
か
け
る
。

[
〔
便
所
の
回
り
〕
ー
く
み
取
り
口
の

~
町
内
四
月
中
に
声
回
囲
の
上
を
十
五
セ
ン
チ
ほ
ど
掘
り
返

i

春
の
大
掃
除
は
、
ハ
工
、
力
、
ノ
ミ
、
：
し
、
ウ
ジ
を
殺
す
薬
（
薬
局
で
聞
い
て

＂
ネ
ズ
、
、
、
な
ど
の
害
虫
を
徹
底
的
に
退
治
曇
尽
つ
）
を
よ
く
ま
く

C

]
す
る
こ
と
に
重
点
を
お
き
ま
し
ょ
う
。
[
≫
コ
ミ
捨
て
場
や
下
水
の
付
近
を
同
様

~
〔
天
井
裏
〕
ー
懐
中
電
灯
で
照
ら
し
こ
に
す
る
。

こ
な
が
ら
よ
く
ほ
こ
り
を
取
り
、
消
毒
剤
~
な
お
消
毒
剤
の
あ
と
始
末
に
注
意
す

工
乞
噴
霧
器
を
利
用
し
て
、
た
っ
ぷ
り
か
；
0
c

“
f
 

五
り
ま
す
c

~
薬
剤
は
、
薬
局
な
ど
で
よ
く
相
談
を
~

ニ
す
る
e

~
〔
床
下
〕
ー
消
毒
剤
、
石
灰
な
ど
を
~

エ
十
分
ま
く
。

[
〔
た
た
み
の
裏
〕
ー
よ
く
日
に
当
て

i

＂
て
ほ
こ
り
を
た
た
き
出
す
。
~

．
 

~·· 

林業だ

肱川土場木材相場表

よ

長寸 すぎ|[ '(J{J）き まつ その他
“― 

7cm下 98 ザツバルプ
4 m 8 II上 78 80 1.5 m----2.1 m 

l 1 2 11 74 102 末口 6頃上

4.20 16 // 74 105 40 19円50銭
3 0 11 80 115 50 マッパルプ

3.0 7下 68 70 1.5m-2.lm、

8上 56 62 26円〇⑪支
l 1 3 II 90 90 マツ箱材

3.2 16 11 71 105 42 1.8m~2.1m 

2.0 7下 40 42 末口 14頃上

8上 21 21 28円～35円
l 16 II 37 40 

2.1 3 0 II 48 56 

1.0 12上I22 27 

G.O 13上 100 150 
＇ 
足 jg旦n 

lmに
7 5~1 2 0 

つき

本表は肱川町内の自動車土場の価格ですけ当り）

故に運賃や市場手数料など差し引いたものです

大分しいたけ共同販売所に於け

る相場

1．入札の月日

2．入札の箱数

3．価格

(K当り）

2月末日

2 3 4 

高値

平均

安値

3,060円

2,103 

l.100 

4．概 要

春

の

大

掃

除

1

f

.

 

毎
年
、
二
月
末
か
ら
四
月
上
旬
に
か
~

り
て
は
、
受
験
、
卒
業
、
就
職
な
ど
の
~

五
四
題
で
、
少
年
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
こ

i

．
の
よ
う
な
少
年
を
も
つ
家
庭
で
は
、
と

i

；
か
く
気
持
ち
が
落
ち
つ
か
ず
悩
み
の
多
~

い
時
期
で
す
e

と
く
に
こ
の
時
期
は
、

i

三
春
休
み
と
も
か
さ
な
り
、
就
職
の
失
敗
~

こ
な
ど
が
原
因
と
な
っ
て
、
失
望
や
自
望

．
 

．
 
自
葉
な
ど
に
よ
る
家
出
、
非
行
と
い
っ

i

た
問
題
が
目
立
っ
て
お
り
ま
す
。
~

囚
又
午
業
期
の
非
行

C

:
 

0

解
放
感
か
ら
飲
酒
、
喫
煙
、
夜
．

[
遊
‘
集
団
万
引
や
け
ん
か
c
~

~
0

進
学
、
就
職
に
失
望
、
失
敗
か
[

~
ら
の
家
出
な
ど
。

~
こ
の
よ
う
な
非
行
を
出
さ
ぬ
よ
う
次
[

ニ
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
C
~

~
ー
、
飲
酒
、
喫
煙
は
絶
対
に
し
な
い
~

よ
う
に
す
る
e

,

2

、
反
達
仲
間
に
注
意
し
、
ま
じ
め
~

卒

業

期

の

非

行

防

止

ー

ー

9

ー

9
'
,
i
i
`

な
交
際
を
す
る
よ
う
指
導
す
る
C

3
、
身
だ
し
な
み
持
ち
物
な
ど
に
注

意
す
る
c

4
、
進
学
や
就
職
な
ど
に
失
敗
し
て

も
、
そ
れ
で
く
じ
け
な
い
よ
う
指

導
す
る
。

少

年

に

理

解

と

愛

情

を


